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10
月
17
日

（火）
、
当
所
の
前

田
会
頭
ら
県
内
16
商
工
会
議

所
の
会
頭
が
県
庁
を
訪
ね
、

花
角
英
世
知
事
に
「
令
和
６

年
度
県
の
産
業
施
策
に
対
す

る
要
望
書
」
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　

要
望
書
は
、
県
内
16
商
工

会
議
所
で
組
織
さ
れ
る
（
一

社
）
新
潟
県
商
工
会
議
所
連

合
会
名
で
行
わ
れ
、
要
望
の

大
項
目
と
し
て
「
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
の
活
動
正
常
化
に
伴
い

早
急
に
求
め
ら
れ
る
対
策
」

「
商
工
会
議
所
の
維
持
・
強
化

に
対
す
る
支
援
」「
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
支

援
施
策
の
拡
充
・
強
化
」「
地

域
産
業
の
育
成
・
振
興
施
策

の
拡
充
」「
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
等
の
人
材
確
保
・

育
成
支
援
の
拡
充
」「
電
源
立

地
地
域
の
地
域
振
興
」「
産
業

の
発
展
を
支
え
る
社
会
資
本

の
整
備
」「
上
越
新
幹
線
・
北

陸
新
幹
線
の
有
効
活
用
に
向

け
た
取
組
の
強
化
」「
観
光
振

興
の
取
組
強
化
」
、
以
上
の
９

項
目
に
亘
り
要
望
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
所
関
連
で
は
、

前
田
会
頭
か
ら
食
料
生
産
基

地
構
想
に
つ
い
て
、
県
外
企

業
の
誘
致
の
受
け
皿
と
な
る

産
業
団
地
等
造
成
に
対
し
、

県
も
積
極
的
に
関
わ
る
よ
う

個
別
に
要
望
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
要
望
に
対
し
、

花
角
知
事
は
「
物
価
高
や
人

材
確
保
対
策
な
ど
に
万
全
を

期
す
と
と
も
に
、
要
望
を
し
っ

か
り
と
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
地

域
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
」な
ど
と
応

じ
ま
し
た
。

10
月
31
日

（火）
、
当
所
の
前

田
会
頭
、
新
潟
商
工
会
議
所

の
福
田
会
頭
、
亀
田
商
工
会

議
所
の
五
十
嵐
会
頭
が
新
潟

市
役
所
を
訪
ね
、
中
原
八
一

市
長
な
ら
び
に
皆
川
英
二
市

議
会
議
長
へ
「
令
和
６
年
度

新
潟
市
の
政
策
に
対
す
る
要

望
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

要
望
内
容
は
３
商
工
会
議

所
の
共
通
要
望
と
し
て
「
地

域
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
活
性
化
・
生
産
性
向
上

に
向
け
た
支
援
策
の
充
実
・
強

化
（
14
項
目
）
」「
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
及
び
交
流
人
口
の
増

加
に
向
け
た
対
応
強
化
（
５

項
目
）」「
政
令
指
定
都
市
・
新

潟
の
拠
点
性
向
上
に
向
け
た

積
極
的
な
対
応
（
12
項
目
）
」
、

計
31
項
目
に
亘
り
要
望
し
た

他
、
当
所
の
個
別
要
望
で
は
、

に
い
つ
ま
ち
づ
く
り
会
議
か

ら
の
提
案
を
加
え
て
「
ま
ち
な

か
再
生
」「
定
住
人
口
促
進
」

「
交
流
人
口
拡
大
」
の
３
項
目

に
つ
い
て
次
の
通
り
要
望
し

ま
し
た
。

１
．
ま
ち
な
か
再
生

 （１）
官
民
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
と
次
世
代
を

担
う
若
者
へ
の
支
援

（２）
民
間
が
行
う
中
心
市
街
地

開
発
事
業
の
積
極
的
な
関
与

 （３）
に
い
つ
ま
ち
づ
く
り
会
議

へ
の
支
援

２
．
定
住
人
口
促
進

 （１）
食
料
生
産
基
地
と
し
て
の

工
業
団
地
造
成
と
企
業
誘
致

の
推
進

（２）
空
き
家
対
策
の
推
進

（３）
子
育
て
環
境
整
備
の
た
め

の
公
園
再
活
用

（４）
新
津
西
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

の
機
能
拡
大

（５）
脱
炭
素
事
業
を
進
め
る
秋

葉
区
み
ら
い
会
議
へ
の
支
援

３
．
交
流
人
口
拡
大

（１）
鉄
道
の
ま
ち
復
活
に
向
け

た
取
組
と
鉄
道
資
料
館
駅
前

移
転
の
推
進

（２）
ま
ち
な
か
の
回
遊
性
向
上

と
情
報
発
信
の
強
化

（３）
地
域
観
光
協
会
へ
の
支
援

拡
大

（４）
地
域
の
文
化
資
源
を
活
用

し
た
空
き
店
舗
の
利
用
促
進

　

こ
れ
に
対
し
て
、
中
原
市

長
は
「
新
津
商
工
会
議
所
の

要
望
に
つ
い
て
は
、
市
と
し

て
も
個
々
に
検
討
し
、
支
援

可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
協
力
し

た
い
。」な
ど
と
応
じ
ま
し
た
。

10
月
27
日

（金）
、
当
所
の
前

田
会
頭
、
北
本
副
会
頭
、
遠

山
事
務
局
長
の
３
名
が
斎
藤

洋
明
代
議
士
の
紹
介
に
よ
り

中
央
の
投
資
家
等
で
組
織
す

る
「
地
方
創
生
研
究
会
（
東

京
）
」
へ
出
向
き
、
日
本
の
食

を
支
え
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
推

進
す
る
「
食
料
生
産
基
地
構

想
」
に
つ
い
て
説
明
、
会
頭

が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
会
は
、
日
本
経

済
再
生
の
カ
ギ
を
握
る
地
方

経
済
の
底
上
げ
に
向
け
て
、

地
域
の
経
済
界
や
自
治
体
が

進
め
よ
う
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
連
携
し
、
実
益
に
か

な
う
投
資
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
に
育
て
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
所
と
秋
葉
区
役

所
で
は
、
近
々
、
食
料
生
産

基
地
構
想
の
実
現
を
目
指
し
、

東
北
、関
東
、中
部
、
関
西
圏
の

大
手
食
品
製
造
業
（
約
５
０
０

社
）を
対
象
と
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の

実
態
や
工
場
分
散
化
の
考
え

方
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
調
査
結
果

を
元
に
県
外
企
業
の
誘
致
に

向
け
た
諸
活
動
を
さ
ら
に
加

速
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

県
及
び
市
へ
の
要
望
書
提

出
は
、
新
年
度
の
予
算
編
成

を
前
に
、
例
年
こ
の
時
期
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
要
望
書

は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

去
る
10
月
５
日

（木）
・
６
日

（金）
、
朱
鷺
メ
ッ
セ
新
潟
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て

第
55
回
全
国
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会
新
潟
全
国
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟

初
開
催
と
な
る
こ
の
大
会
に

は
、
全
国
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
を
含
む
３
４
６
会
議
所
、

約
２
３
０
０
名
が
参
加
い
た

し
ま
し
た
。
５
日
は
長
岡
造

形
大
学
理
事
長
、
佐
々
木
順

子
氏
に
よ
る
記
念
講
演
会
と

懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
日
は
大
会
式
典
が
行
わ

れ
、
参
席
し
た
日
本
商
工
会

議
所
小
林
健
会
頭
は
「
時
代

の
変
革
期
を
迎
え
て
い
る
今
、

女
性
会
の
発
足
当
時
の
理
念

を
継
承
し
て
新
し
い
時
代
を

切
り
開
い
て
欲
し
い
。
」と
お

話
し
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
来

賓
の
花
角
英
世
新
潟
県
知
事

は
「
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す

る
場
所
、
住
み
た
い
場
所
と

し
て
女
性
や
若
い
世
代
に
選

ん
で
も
ら
え
る
新
潟
に
し
た

い
。
」と
新
潟
を
ア
ピ
ー
ル
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
潟
の
観
光
地
を

巡
る
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で

は
33
名
の
参
加
者
が
新
津
を

訪
れ
、
桝
形
屋
様
の
食
事
に

舌
鼓
を
打
ち
、
新
津
鉄
道
資

料
館
と
中
野
邸
記
念
館
を
見

学
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
新
潟
は
食
べ
物
が
美

味
し
い
」「
鉄
道
資
料
館
が
興

味
深
か
っ
た
。」「
中
野
邸
記
念

館
が
赴
き
が
あ
っ
て
良
か
っ

た
」
等
の
感
想
を
い
た
だ
き
、

新
津
女
性
会
会
員
の
お
見
送

り
で
帰
途
に
向
か
い
ま
し
た
。

（　　　　　　　　　）


